












終えて郊外から移動しはじめる時期。つまり劇場もシーズン再開に向けた準備期間となる。 「公演がないから舞台上まで案内できますよ！」と、にこやかなバックステージツアーのガイドさん。指さす先に、慌ただしく機材を掃除して る照明スタッフの姿を見 ことになったりする。ちなみにこの閑散期を狙ってやっ
きていたのはトム・クルーズのロケ班で、どうやら彼の次のスパイ活動にはウィーンの国立オペラ劇場周辺も舞台となっ るらしい。
ウィーン探訪――リヒャルト・シュトラウスに出会う旅
大林
　
のり子
活動報告
国立オペラ劇場のバックステージツアー
夜のオペラ劇場 ( ロケのため交通規制中）
51 　活動報告
♪
　　
♪
　　
♪
　　
♪
　　
♪
そもそもウィーンには十数年ぶり二度目の訪問で、今
回
も
二
〇
世
紀
初
頭
に
舞
台
制
作
に
関
わ
っ
た
人
々
の
足
跡
を
追
っ
て。
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
縁
の
あ
る
当
時
の
演
出
家
や
劇
作
家
や
音
楽
家、
そ
し
て
彼
ら
と
共
に
国
内
外
で
舞
台
制
作
に
関
わ
っ
た
美
術
家
や
振
付
家、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
に
歴
史
的
資
料
か
ら
ど
こ
ま
で
迫
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
図
書
館
や
資
料
館
を
は
し
ご。
中
で
も
旧
市
街
の
中
心
に
位
置
す
る演劇博物館は、
国立図書館の演劇関連の分館にもなっ
て
い
て、
本
来
な
ら
調
査
の
本
丸
で
あ
る。
が、
他
の
分
館
は
開
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
ま
る
で
劇
場
の
動
向
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
準
備
中。
閉
館
は
分
か
っ
て
は
い
た
の
で、
こ
こ
の
資
料
は
諦
め
て
い
た
の
だ
け
れ
ど、
な
ん
と
企
画
展
示
の
お
か
げ
で
大
逆
転。
生
誕
一
五
〇
年
を
迎
え
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス（
一
八
六
八
―
一
九
四
九
）
の
オ
ペ
ラ
制
作
の
仕
事
を
振
り
返
る
と
い
う
内
容
で、
二
つ
の
大
戦
期
を
通
じ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
テ
ィ
ブ
な
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
を
追
う
資
料
の
数
々
に胸躍らせる。
♪
　　
♪
　　
♪
　　
♪
　　
♪
ち
な
み
に
二
〇
一
四
年
は、
ち
ょ
う
ど
一
九
一
四
年
か
ら
一
〇
〇
年。
ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
他
の
博
物
館
で
は、
こ
の
年
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
展
示
が
年
間
を
通
し
て
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
だ。
滞
在
中
の
展
示
で
は、
観
光
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
豪
華
な
国
立
図
書
館
大
広
間
プ
ル
ン
ク
ザ
ー
ル
で
の「
臣
民
に
告
ぐ！
第
一
次
世
界
大
戦
１
９
１
４
～
１９１８」と、
ウィー
演劇博物館（前）
演劇博物館（横）
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ン・
ユ
ダ
ヤ
博
物
館
の「
世
界
の
没
落：
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
と
死
」
な
ど。
前
者
は、
当
時、
民
衆
を
鼓
舞
し
た
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
や
当
時
の
人
々
の
昂
揚
し
た
雰
囲
気を伝える資料の展示。
劇作家や演劇人などのコーナー
も
あ
っ
て
興
味
深
か
っ
た。
後
者
は、
戦
前
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
住
ん
で
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
の、
国
家
へ
の
期
待
や
皇
帝
へ
の
忠
誠
と、
そ
の
後
に
続
く
皮
肉
な
運
命
を
追
う
内
容。
多
民
族
国
家
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ、
そ
の
背
後
に
あ
る
複
雑
な
問
題
が、
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く、現代の問題として浮かび上がってくる
♪
　　
♪
　　
♪
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東京では、一〇月にイギリスの劇作家ロナルド・ハー
ウ
ッ
ド
( 一
九
三
四
―
) の『
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
Ｒ・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
Ｓ・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
―』
が
上
演
さ
れ
た（
丹
野
郁
弓
訳
／
於
紀
伊
國
屋
サ
ザ
ン
シ
ア
タ
ー、
劇
団
民
藝、
一
〇
月
八
日
～
二
〇
日
）。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
晩
年、
ユ
ダ
ヤ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
っ
た
作
家
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
( 一
八
八
一
―
一
九
四
二
) と
共
同
で、
ナ
チ
ス
政
権
下
に
生
み
出したオペラ
『無口な女』
（一九三五）
を巡ってのドラマ。
台
本
作
家
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
名
前
を
劇
場
ポ
ス
タ
ー
に
載
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
時
代。
そ
の
大
き
な
時
流
の
中
で、
芸
術
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
時
代
と
対
峙
し
た
の
か、
あ
る
い
は
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か。
戦
時
下
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
生
き
方
を
描
い
て
き
た
劇
作
家
ハ
ー
ウ
ッ
ド
ら
し
い
作
品。
代
表
作
に、
映
画『
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』（
ロ
マ
ン・
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
監
督、
二
〇
〇
二
）
の
脚
本
や、
舞
台『
ド
レ
ッ
サ
ー』
( 一
九
八
〇
) な
ど
が
あ
る。
『
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
の
イ
ギ
リ
ス
初
演
は
二
〇
〇
八
年。
日
本
で
は
二
〇
一
一
年
に
加
藤
健
一
事務所が上演している。
国立図書館大広間（プルンクザール）
